
ツワインヒルフィードギルドの設⽴③

ツワインヒルフィードギルド設⽴の経過

○外部からの作業受託の増加
機械装備の拡充やオペレー

ターメンバーの増員により作業
受託の仕組みが整ったことで構
成員以外の農家から飼料の収穫
や堆肥散布の依頼も増加。

○コントラクター設⽴
平成２４年に任意組織の

「ツワインヒルフィードギルド」
を設⽴。
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ツワインヒルフィードギルドの事業形態

ギルド構成員及び
ギルド以外の農家

ギルドの業務
○農作業の受託（飼料、堆肥関連）
○作業受託に係るスケジュール管理
○作業受託料の収受とギルド構成員
へのオペレーター料及び機械賃借
料の⽀払い

飼料の収穫や堆肥の運搬・散布作業など

作業委託料⾦、堆肥代⾦等の⽀払い

ギルドの構成員
○畜産農家４⼾（酪農３、⾁⽤⽜１）
○野菜農家９⼾（臨時雇⽤を含む）
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作業受託の料⾦体系と経営収⽀

○オペレーター料⾦： １，５００円／ｈｒ
○トラクター賃貸料⾦：２，０００円／ｈｒ
○機械賃貸料料⾦： ２，０００円／ｈｒ

作業受託のオペレーター料⾦及び作業機械の賃貸料
（飼料収穫作業と堆肥運搬、散布作業は共通設定）

年間の経営収⽀：収⼊≒⽀出＝約１，０００万円／年
○収⼊：作業受託料など ○⽀出：構成員への⽀払い
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事業規模
○⾃給飼料収穫（飼料⽤とうもろこしの播種作業等も含む）

①牧草（チモシー主体）：約１３０ｈａ×３回収穫
ロールベール（約５００ｋｇ／ロール）約２，７００個

②飼料⽤とうもろこし：約２５ｈａ
約１，３７５ｔ（チューブバックサイロで調製）

○堆肥散布（飼料⽣産圃場及び村内外の野菜⽣産圃場など）
散布⾯積：年間約１５５ｈａ
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ギルド設⽴の効果

○オペレーターの確保
⼈⼿があることで、特に牧

草の収穫時の天候急変などに
柔軟に対応ができる。

○飼料栽培⾯積の拡⼤
構成員の野菜農家の伝⼿な

どで⾃給飼料⽣産圃場の確保
や堆肥の販売先の拡⼤が進む。

○野菜農家との連携
秋以降の農閑期の野菜農家

に堆肥散布などの作業を有償
で委託することで、畜産農家
と野菜農家が相互利益を得る
ことが可能になった。
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ツワインヒルフィードギルドの作業体系
321121110987654⽉

~1120~7〜130〜207〜1~10~7〜128〜15⽇

牧
草
収
穫

1番 2番 3番

も
ろ
こ
し

5⽉中旬より畑作り
5⽉18⽇以降播種鎮圧作業
（畜産1名、野菜2名/⽇）

6⽉10⽇除草剤散布

野菜農家のブームスプレイ
ヤーを使い散布

（野菜8名/⽇）

10⽉20⽇収穫作業

（畜産3名、野菜8名/⽇）

堆
肥
販
売

9⽉下旬以降から野菜農家の畑が空き始めるので堆肥散布を⾏う
この期間でも牧草・もろこし収穫があるので作業が始まれば
堆肥散布は⼀時中断する
（9⽉下旬畜産2名/⽇、11⽉畜産1名、野菜8名/⽇）畜

産
農
家

野
菜
農
家 3⽉〜5⽉上旬までマルチ張

5⽉上旬〜下旬植え付け

レタス・⽩菜収穫時期 マルチ張

野菜農家の空いた時間で

畜産農家と畑起こし

野菜農家は昼間収穫・出荷の作業があるため昼〜⼣は畜産農家で作業を⾏い、

⼣⽅以降は畜産農家は搾乳・飼料給与の時間になるため野菜農家が変わり

作業を⾏う。

牧草・野菜収穫が終わり次第

構成員で堆肥散布作業を⾏う

閑散期については地域内で堆肥散布が困っている農家の散布作業や畑の
⼿直しや開墾作業などの仕事を請け負う

牧草作業：作業内容は主に畑で圧縮したロールを運ぶ作業になり、もろこし作業：作業
内容は畑で収穫したものをダンプで運びチューブバックへ⼊れる作業になる

（畜産4名、野菜6名/⽇）
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今後の展開
○飼料⽤とうもろこしの栽培⾯
積の拡⼤

野菜⽣産農家との連携によ
る野菜と飼料⽤とうもろこし
の輪作体系の確⽴、普及。

○堆肥の地域内利⽤の推進
野菜⽣産農家への畜糞堆肥

の利⽤拡⼤
○収穫機械等の資本装備拡充

気象変動に対応した収穫体
系の確⽴による⾼収量、⾼品
質な⾃給飼料の⽣産推進。

持続可能な畜産経営の確⽴
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おわり

ご清聴、ありがとう
ございました




